
メンテナンスをしていないことで、
大事故につながる可能性があることを
皆さまは知っていますか。

この三点をクリアするだけで、メンテナンス技術は一気にレベルアップ
できます。
本セミナーでは、車椅子を使いながら学んでいただきます。

「自分はメンテナンスなんて、できない」というネガティブな考えを
払拭しましょう。

利用者様と皆さまの安全・安心のために、ぜひご受講ください。

でも、必要と言われても…
メンテンスなんてしたことがないし…
私が触ると壊してしまいそう…

超初心者メンテナンスセミナー

その福祉用具
メンテナンスしていますか？

日程：2か月に1回開催を基本として、偶数月の金曜日・土曜日開催を交互に
開催する予定です。詳しくは、HPをご確認ください。

時間：10：00～17：00
会場：一般財団法人JASPEC内
受講料：11,000円
定員：10人（最少開催者数4人）
申し込み方法：下記ホームページ（車いす安全整備士養成講座サイト内→その他講座→

超初心者メンテナンスセミナー）、QRコードよりお申込みください。

★ その工具は、なぜその使い方をするのか
★ なぜ、記憶ではなく、理解することが重要なのか
★ 構造とその構造の理屈を教えてもらったことがない

【お問い合わせ】
650-0047 兵庫県神戸市中央区港島7-1-5
一般財団法人JASPEC
車いす安全整備士養成講座運営事務局
TEL:078-306-0556 E-mail:seibi@jaspec.jp
WEB：https：//anzen-seibishi.org/
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